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ール を組み合わ せた 新機能分子 の抗原取 込み 能力

　　　　 （広島県立大
・生物資源）○坂 田博行

・一二 三恵美 ・宇田泰三

【目的】近年 、 抗体の 抗原認識部位の解明が分 子 レベ ルで 進ん で来て お り、新 しい ワ ク

チ ンな ど医薬品の 開発 に 抗体 の 超 可変領域 を含む 一部 配列 が有効であ る と い う報告が見

られ る よ うにな っ てきた 。 本研 究で は複数 の抗体を使 っ て 、 その 中の 抗原認識 に 関与 し

て いる分 子認識 モ ジ ュ
ール だけを取 り出 して新機能分子を設計 、 作製 し 、 そ の 抗原取 り

込 み能力を調 べ た 。 新機能分子 （CA −2）は 、

一
方で HIV−1　env 　gp41分子を 、 もう

一方で ポ

ル フィ リン分子を特異的に認識で きる様 に設計され た分子で あ り、具体的 には抗gp41抗

体の軽鎖 CDR −1（16mer ｝と 、 抗 ポル フ ィ リン抗体の 重鎖 CDR −2（17mer）を
一Giy−Pro一で架

橋 した計35mer のポリペ プチ ドである 。

【方法及 び結果】CA −2とポル フ ィ リン類 との結合能力を 示すaffinit，y　constant は UV ス ペ

ク トル の 吸光度の 変化を調べ る事によ っ て 求 めた 。使 用 した ポル フ ィ リン類 は TCPP 、

TSPP
、
　 Mn −TSPP

、
　 Mn −MPMME

、
ヘ モ グ ロ ビンな どで ある 。

　 CA −2とポル フ ィ リン類 と

の affinity　constant はTCPP の場 合 、　〔TCPP 〕！〔CA −2〕 ＝ 1以下 の ときには 1．8 × 10s！M 、

〔TCPP 〕！〔CA −2〕 ＝ 1以上の とき に は 8．4× 1061Mとな り、ポル フ ィ リン の 取 り込 みは モ

ル 比 によ っ て異なる結果 とな っ た 。 また 一
晩静置する とaffinity　constant は余 り変化 しな

か っ たが吸 光度の 大きな低下が見 られ 、 ゆ っ くりしたconformation 変化を起 こ すと思 わ

れ、以前報告 したCD ス ペ ク トル との 結果 と一
致 した 。

【将来 の展開】 CA −2の 分子シ ャ トル と して の性能 につ いて検討 した い。
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【目的】高度な機 能を有するタン パ ク質分子 を生体外で 利用 する際に 、 リン 脂質を担体とし

て 固定化する ことは 、 タン パ ク質 の 安定 化や機 能発現 などの 面で も有効 で ある 。 そこで 大

腸 菌リポタン パ ク質の 脂 質付加プ ロ セス を利用 し、 抗体結合タン パ ク質に部位特異的な脂

質修飾を行 っ た 。 こうして 得 られたタンパ ク質を埋め込 ん だリボソ
ーム は抗体分子 を脂質膜

表 面 へ 配 向固定する。これを用 い 固体表 面 へ の 抗体分子 の 集積を行い 評価 した 。

【方 法及 び結 果】得 られたタンパ ク質は 4℃ で
一晩反応することで リボソ

ーム に 導入した 。
こ

の プロテオ リポソ
ーム は固 体表面 に 固定化された抗 体分子 に 対 して特異 的に 結合すること

が、競争 反 応 により確認 され た 。 また 、 この プロテオ リポソ
ーム を用 い ることで 疎水性表面

に抗体分子 が固定化 されるこ とを明らかに し、さらに 原子 間力顕微鏡 （AFM ）を用 い て詳細

な評価 を行 っ た 。

Oriented　 immobilization　 of 　IgG　 molecules 　 on 　solid 　surface 　 with 　lipid　 modi 丘ed

IgG・bin（iiiig　protein
OHideki　 Shigematsu，　 Yasuko　 Yanagida，

「Detsuya　 Haruyama ，
　 Eiry　 Kobatake，

Masuo 　Aizawa （Dept ．　Biological　lnforma 七ion，
，
　Tokyo 　lnst．　Tech ．）

【Key　Words 】 IgG −binding　 protein ，
　 oriented 　 immobilization

，
　 lipid　 membrane

，

so ］id　surface

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


